
図書館の 新しい顔

『明月記』断簡



口絵の解説

明月記
　鎌倉時代に活躍した偉大な歌人藤原定家が記した日記『明月記』は、その大
部分が京都の冷泉家時雨亭文庫に残り、国宝となっている。しかし一部流出し
たものもあり、それらは 3行、 5行、あるいは10行と細かく切断されて、断簡
や掛け軸となって残されている。
　平成23年に新たに加わった当館所蔵の『明月記』も、表装された断簡である。
建仁元（1201）年 6月 1日の条の 3行が記され、内容から「千五百番歌合」や
悲劇の皇子「三宮親王」についてうかがい知ることができる貴重な新出資料で
ある。
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